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Topics 2022 November

　経営研究委員会では、毎年、東京都所有の建築物
の入札・契約制度等に関する要望をまとめた要望書
を財務局経由で東京都知事に提出している。
　今年は8月29日（月）に梶山副会長兼経営研究委

員会委員長と官公庁契約小委員会委員が東京都庁を
訪問し、要望書の提出に先立ち東京都財務局の担当
者と意見交換を行った後、要望書を提出した。
　要望書の内容は P18～20の通り。

　（公社）全国ビルメンテナンス協会が主催し、

今年で16回目を迎える「ビルメンテナンスこど

も絵画コンクール」は、「未来のおそうじ～安心

して住み続けられる私たちの環境～」をテーマに、

毎年全国の小学生以下の子供たちから作品を募集

している。

　当協会では、東京地区から応募された作品につ

いて毎年独自に審査会を実施し、優秀作品を選定

している。

　今年は東京地区から1,250作品の応募があり、

10月2日（日）に都内公立小学校の図画工作教諭

4名による第一次審査、10月6日（木）に広報委員会

による最終審査を行った。その結果、金賞1点、銀賞

2点、銅賞2点、佳作7点の計12点の作品が選定さ

れた。（次頁に掲載）

　受賞した12作品は、11月下旬発行予定の「2023

年ビルメンテナンスこども絵画コンクール東京地区

カレンダー」のデザインとして採用される。

東京都財務局の臼田契約調整担当課長（右）に
要望書を手渡す梶山龍誠委員長（左）

東京都財務局に要望書を提出

ビルメンテナンスこども絵画
コンクール東京地区審査会を実施



2022.11  Network Tokyo 4危険な芽　早く見つけて是正する　事故が無くなり笑顔の職場

第16回 ビルメンテナンス
こども絵画コンクール 東京地区 受賞作品

銅 賞銅 賞

銅 賞銅 賞

銀 賞銀 賞銀 賞銀 賞
栗原 優依 様　3 年

地球の回りのごみそうじ
荷川取 優 様　5 年

リサイクルロボットで
キレイな街を

加藤 里菜 様　6 年

様々な人・ロボット
と共存しあって掃除
できる未来

金 賞金 賞

大
橋 

未
來 

様
　
1
年

つ
く
っ
て
の
れ
る
お
そ
う
じ
ロ
ボ
ッ
ト

師岡 美月 様　2 年

みちも空も
きれいにおそうじ

野口 こころ 様　3 年

妖精たちの大そうじ

石井 日子 様　3 年

海の健康管理と
おそうじロボット

永山 舜 様　1 年

スーパーおそうじロボと助ける
王様と空から空気キレイバクダン！

佳　作

網野 竣太 様　5 年

海のごみを緑に変える
リサイクルの島

片桐 蒼陽 様　2 年

人工ゴミしょりブラックホール

志賀 広望 様　4 年

古代ロボットそうじき
大場 麻清 様　4 年

海の清そう指令センター
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2022年11月号 Vol.597

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員512社╱賛助会員69社
 （令和4年10月31日現在）

エジプト　カイロ県 （1990年10月23日提携）

 Cover Story　　  　　　　　　　　　　　　　テーマ ： 東京都の姉妹友好都市

「性能発注方式（SLA/KPI）導入は
  品質管理が解決します！」セミナーから 6

特　集

Topics
東京都財務局に要望書を提出
ビルメンテナンスこども絵画コンクール東京地区審査会を実施 3

カイロはアフリカ大陸北東部にあるエジプトの首都で
あるが、エジプトだけでなくアフリカ大陸最大都市の
一つで、アラブ世界の政治・文化の中心地。中心市街は
ナイル川の東側に位置し、郊外にはピラミッドやスフィ
ンクスなど世界的な観光資源を抱えている。

Special

22

Series & Regular
■連載　ちよっと一服 ＃299 21
■連載　環境関連情報「３Ｅレポート」＃58 26
■連載　社会の主な出来事 26
■不定期連載　大江戸よもやま話　其の二 27
■不定期連載　明日のための健康習慣 Vol.14 28

■連載　なんでも相談コーナー 30
■連載　おすすめ製品コーナー 31
　11月・12月の講習会カレンダー 32
　協会からのご案内済み一覧／編集後記 34
　告知板 35

18

Special

東京都所有の建築物の
維持管理に関する要望

委員会紹介 Vol.3　警備防災委員会
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ＳＬＡ:Service Level  Agreement
　　　 （サービスの提供事業者とその利用者の
　　　　間で結ばれる、サービスのレベル）
ＫＰＩ:Key Performance Indicator
　　　 （組織の目標を達成するための重要な
　　　　業績評価の指標）
は、業界の無形といわれるサービスを “ 見える
化”  する手段の一つとして注目されている。
　本特集ではビルメンテナンスフェアTOKYO 
2022で実施したセミナーから、第一部の品質
管理の専門家による講演と第二部の協会会員で
ある東京海上日動ファシリティーズ株式会社
における品質管理の取組み事例の紹介につい
て掲載する。
　各社における品質管理を見直すための一助と
してご活用いただきたい。

開催日時：令和 4 年 7 月 15 日（金）
〈 講　師 〉　　
第一部　坂技術士事務所   代表　坂　　康夫　氏

〈 発表者 〉
第二部　東京海上日動ファシリティーズ株式会社
　　　　品質推進室長　　　　　服部　喜昭　氏

　　　　東京海上日動ファシリティーズ株式会社
　　　　FM 教育・技術センター長　白川　雄一　氏

参加者：86 名

「
性
能
発
注
方
式

（
S
L
A
/
K
P
I
）導
入
は

品
質
管
理
が
解
決
し
ま
す
！
」

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
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特　集 「性能発注方式（SLA/KPI）導入は品質管理が解決します！」セミナーから

　

品
質
管
理
は
、
J
S
Q
C
（
日
本
品
質
管
理
学
会
）

が
定
め
て
い
る
定
義
で
は
、
「
顧
客
が
満
足
す
る
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
な
価
格
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
提

供
す
る
た
め
の
活
動
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品

質
管
理
は
、
狭
義
の
意
味
で
は
「
管
理
・
改
善
活
動
」

と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
「
品
質
管
理
」
の
意
味
は
、
裏
を
返
せ
ば
、

企
業
活
動
そ
の
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

改
善
活
動
は
必
要
な
い
と
い
う
誤
解
が
生
ま
れ
る
の
で

す
。

　

確
か
に
、
直
接
の
契
約
先
は
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
で
す
が
、

我
々
の
お
客
様
に
は
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
先
に
、
テ
ナ
ン

ト
と
ビ
ル
訪
問
者
も
含
ま
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
契

約
内
容
を
遵
守
す
る
と
い
う
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
要

求
の
他
に
、
テ
ナ
ン
ト
や
訪
問
者
か
ら
の
快
適
な
執
務

環
境
や
施
設
環
境
と
い
っ
た
要
求
も
あ
り
、
こ
ち
ら
も

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
品
質
評
価
の
対
象
と
な
り
得
る

の
で
す
。

　

90
年
代
、
英
国
で
Ｆ
Ｍ
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

市
場
が
拡
大
し
ま
し
た
。
入
札
条
件
は
コ
ス
ト
競
争
力

だ
け
の
仕
様
発
注
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
結
果
と

し
て
ト
ラ
ブ
ル
や
安
全
上
の
問
題
が
多
発
し
て
、
品
質

改
善
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
安

か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」
と
い
う
の
が
当
時
の
英
国
で
の

ビ
ル
メ
ン
業
界
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
発
注
方
式
を
見
直
し
、
仕
様
か
ら
コ
ス
ト
の

積
上
方
式
で
は
な
く
、
品
質
保
証
（
お
客
様
に
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
組
織
的
活
動
）
と
い
う
観

点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
要
求
レ
ベ
ル
を
協
議
し
て
、
コ

ス
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
合
意
レ
ベ
ル
を
決

定
す
る
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
で
は
２
０
１
９
年
に
住
宅
品
質
確
保
促

進
法
（
品
確
法
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
内
容
と

　

し
た
が
っ
て
、
全
て
の
企
業
が
今
現
在
、
品
質
管
理

活
動
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
品
質
管

理
を
や
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
品
質
が
向
上
し
、
更
に
顧
客
満

足
度
が
向
上
し
、
業
績
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
よ
う
に
目
的
と
手
段
の
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
は
、
１
０
０
％
が
仕
様
発

注
契
約
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
お
客
様
か
ら
仕
様
書
を
頂
い
て
、
仕
様
書
に
定

め
ら
れ
た
作
業
方
法
、
頻
度
、
周
期
に
従
っ
て
仕
事
を

し
て
、
そ
の
結
果
、
作
業
品
質
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
仕
様
書
を
遵
守
し
た
作
業
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
が
品
質
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
仕
様
発
注
方
式
で
あ
れ
ば
、
品
質
管
理
・

性能発注方式（SLA/
KPI）導入は品質管理
が解決します！
講師
坂技術士事務所　代表　坂　康夫 氏

第1部
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し
て
は
、
発
注
者
は
品
質
と
コ

ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
ち

ゃ
ん
と
入
札
さ
せ
な
い
と
駄
目

で
す
よ
と
い
う
も
の
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
の
視
点
か
ら
、
競
争

面
に
お
い
て
日
本
は
20
年
遅
れ

て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
に
「
建
築
設
備

管
理
に
お
け
る
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ

Ｉ
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
現

:

公
益
社
団
法
人
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
ビ
ル
推
進
協
会
）
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
「
Ｓ
Ｌ

Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
品
質
管
理
を
適

切
に
実
施
で
き
る
仕
組
み
で
あ

る
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｌ
Ａ
は
「Service Level 

A
greem

ent

」
の
略
称
で
、
サ

ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
合
意
書
、
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
項
目
。Ｋ
Ｐ
Ｉ
は「Key 

Perform
ance Indicator

」

の
略
称
で
重
要
業
務
評
価
指
標
、

管
理
指
標
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を

使
用
す
る
こ
と
は
、
ビ
ル
オ
ー

ナ
ー
と
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企

業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
使
用
で
き
る

指
標
と
な
り
、
こ
れ
こ
そ
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
見
え
る
化

で
あ
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
管
理

が
可
能
に
な
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
見
え

て
い
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
品
質
が
見
え
る
化
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
品
質
管
理
の
結
果
を
ビ
ル
管
理
報
告

書
等
に
落
と
し
込
め
ば
品
質
保
証
も
可
能
に
な
る
わ
け

で
す
。

　

図
1
︲
2
は
私
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
作
成
し

た
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
事
例
の
表
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

重
要
成
功
要
因
で
あ
る
、
確
実
性
、
安
全
性
、
迅
速
性
、

満
足
度
、
効
率
性
の
5
つ
で
す
。
こ
れ
が
Ｓ
Ｌ
Ａ
と
Ｋ

Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

1
か
ら
4
ま
で
は
大
体
今
ま
で
の
仕
事
で
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
5
つ
目
の
「
効
率

性
」
に
つ
い
て
は
仕
様
発
注
方
式
の
場
合
、
決
め
ら
れ

た
こ
と
を
確
実
に
こ
な
せ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
に
な

る
た
め
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
変
更
す
る
と
い
う
提
案

活
動
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ

Ｐ
Ｉ
方
式
で
は
効
率
性
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
5

項
目
の
重
要
成
功
要
因
か
ら
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
明
確
に
し
、
全

社
的
な
安
全
・
品
質
へ
の
取
組
み
で
管
理
・
改
善
活
動

が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

　

日
本
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
が
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ

図 1-1ビルメンテナンスのお客様は 3 人おられる！
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特　集 「性能発注方式（SLA/KPI）導入は品質管理が解決します！」セミナーから

Ｉ
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
仕
様
発
注

方
式
に
代
わ
る
新
た
な
管
理
方

法
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
仕

様
発
注
を
補
完
し
、
品
質
管
理

を
適
切
に
実
施
で
き
る
仕
組
み

と
し
て
の
独
自
の
性
能
発
注
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

仕
様
発
注
方
式
は
そ
の
ま
ま
に
、

サ
ー
ビ
ス
品
質
と
い
う
Ｓ
Ｌ

Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
持
っ
て
く
れ
ば
、

独
自
の
性
能
発
注
が
で
き
る
と

い
う
結
論
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
コ
ミ
ッ

ト
し
な
く
て
も
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
社
が
自
律
的
に
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
保
証
を
独
自
に
行

え
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
私
の
提
案
す
る
「
性
能

保
証
方
式
」
と
な
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
品
質
管

理
を
適
切
に
実
施
で
き
る
仕
組

み
で
す
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
の

教
訓
を
生
か
し
て
ほ
し
い
の
で

す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
取
得
を
例

に
あ
げ
る
と
、
２
０
０
６
年
に

8
万
件
で
ピ
ー
ク
だ
っ
た
認
証
数
が
、
２
０
２
０
年
に

は
3
万
２
０
０
０
件
に
減
少
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
60
％

も
の
認
証
件
数
を
企
業
が
返
上
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

返
上
の
理
由
と
し
て
、
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
有
効
性
が
な

い
」
「
営
業
活
動
に
全
然
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。
10
年
間

や
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
品
質
が
全
く
良
く
な
ら
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
経
営
者
の
誤
解
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
は
「
W
h
a
t
、
何
か
」
と
書
い

て
あ
る
だ
け
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
活
用
す
る
に
は
「
H
o
w
、

ど
の
よ
う
に
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
H
o
w
に
当

た
る
の
が
品
質
管
理
で
す
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ

Ｉ
だ
け
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
品
質
管
理
と
セ
ッ
ト

で
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
品

質
管
理
と
い
う
言
葉
が
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
あ
れ
ば
、

管
理
・
改
善
活
動
と
い
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

管
理
・
改
善
活
動
と
は
、
ト
ラ
ブ
ル
、
ク
レ
ー
ム
の

件
数
、
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
不
適
合
件
数
、
応
答
時
間
、

こ
れ
ら
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
目
標
と
し
て
達
成
す
る
活
動
で
す
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
目
標
に
対
し
て
改
善
が
必
要
な
個
所
が
あ
れ

ば
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
た
め
に
活
動
し
、

そ
の
改
善
し
た
状
態
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

維
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
性
値
を
低
減
し
て
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
こ
と
も
含
め
ま
す
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
対
す
る
適

切
な
品
質
管
理
と
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

図 1-2SLA/KPI 事例（設備管理編）
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こ
こ
か
ら
は
、
外
資
系
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に

よ
っ
て
実
際
に
あ
っ
た
、
ビ
ル
管
理
費
の
減
額
要
求
に

関
す
る
競
合
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
外
資
系
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー
に
対
し
、
「
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
導
入
す
れ

ば
ビ
ル
管
理
費
の
30
％
を
カ
ッ
ト
で
き
る
」
と
提
案
し

て
き
ま
し
た
。
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
は
30
％
の
減
額
に
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
モ
デ
ル
ビ
ル

の
調
査
分
析
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

そ
の
モ
デ
ル
ビ
ル
は
3
万
２
０
０
０
㎡
。
外
資
系
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
専
門
家
が
5
人
来
て
、
徹

底
的
に
分
析
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
受
託
会
社
は

管
理
・
改
善
活
動
が
定
着
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
試
行
し
て
い
る
の
で
、
大
幅
な
減
額
は
難
し
い
こ

と
が
判
明
し
て
、
提
案
を
取
り
下
げ
ま
し
た
。

　

次
の
例
は
「
仕
様
発
注
契
約
で
あ
っ
て
も
ビ
ル
管
理

費
は
削
減
、
減
額
で
き
る
」
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

に
提
案
さ
れ
た
例
で
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
も
「
ビ
ル
管
理

費
の
適
正
化
に
よ
り
見
直
し
た
い
」
と
依
頼
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
清
掃
の
例
で
あ
れ
ば
、
清
掃
の
日
常
・
定
期

の
清
掃
回
数
及
び
仕
様
の
見
直
し
を
し
、
そ
の
結
果
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
主
導
で
仕
様
の
適
正
化
、
見

直
し
が
な
さ
れ
、
警
備
や
設
備
管
理
も
含
め
て
全
て
の

管
理
費
が
お
お
よ
そ
2
〜
3
割
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
が
管
理
・

改
善
活
動
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
試
行
等
を
実
践
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
見
直
し
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
は
今
ま
で
高
い
管
理
費
を
払
っ
て
い

た
こ
と
に
な
り
、
信
頼
関
係
を
取
り
戻
す
に
は
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
は
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
、
性

能
保
証
方
式
を
導
入
し
て
、
現
場
の
見
せ
る
化
を
実
現

図 1-3契約モデルの違い
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特　集 「性能発注方式（SLA/KPI）導入は品質管理が解決します！」セミナーから

す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
共
有
す
る
こ
と

が
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
と
め
で
す
が
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
導
入
は
コ
ス
ト

で
は
な
く
投
資
で
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
ほ
と
ん
ど
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
の
契

約
モ
デ
ル
は
仕
様
発
注
契
約
で
す
。
ま
た
、
先
程
の
事

例
に
あ
っ
た
外
資
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
提
案
し

た
よ
う
な
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
使
っ
た
性
能
発
注
契
約

が
あ
り
ま
す
。
本
日
は
、
仕
様
発
注
契
約
に
品
質
管
理

を
適
切
に
実
施
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
日
本
版
Ｓ
Ｌ
Ａ

／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
合
わ
せ
た
、
独
自
の
「
性
能
保
証
方
式
」

に
し
て
、
現
場
の
見
せ
る
化
に
よ
り
、
「
そ
こ
ま
で
や

っ
て
い
る
の
で
す
か
」
と
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
や
利
用
者
に

評
価
さ
れ
る
よ
う
な
新
た
な
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

仕
様
発
注
方
式
、
性
能
発
注
方
式
と
「
発
注
」
と
い

う
言
葉
が
あ
れ
ば
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
は
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー
に
依
頼
心
を
持
っ
て
し
ま
い
、
要
求
が
あ
る

ま
で
待
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
は
仕
様
発
注
方
式

で
あ
っ
て
も
良
品
購
買
を
求
め
て
い
る
の
で
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
が
自
律
的
に
品
質
保
証
す
る
た
め
に

Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
導
入
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
顧
客

満
足
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
わ
が
社
の
安
全
・
品
質
へ
の
取
組
み
」
に
つ
き
、

品
質
組
織
の
組
織
設
立
の
経
緯
の
部
分
を
中
心
的
に
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
会
社
概
要

　

ま
ず
、
会
社
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
社
名
が
示

す
と
お
り
、
我
が
社
は
東
京
海
上
火
災
の
不
動
産
管
理

部
門
の
子
会
社
で
あ
り
、
１
９
５
６
年
に
設
立
さ
れ
、

66
年
目
を
迎
え
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
で
す
。
テ

ナ
ン
ト
の
原
状
回
復
工
事
と
い
っ
た
小
修
繕
を
中
心
に
、

営
繕
も
行
う
、
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ル
管
理
会
社

に
な
り
ま
す
。

　

我
が
社
は
２
０
１
６
年
に
社
内
の
公
募
で
「
信
頼
5

品
質
」
を
決
め
ま
し
た
。
「
親
身
」「
誠
実
」「
正
確
」

「
迅
速
」
「
納
得
価
格
」、
こ
の
5
つ
が
我
々
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
な
る
最
も
身
近
な
品
質
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

我
が
社
は
東
京
海
上
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
り
、
東

京
海
上
グ
ル
ー
プ
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
大
変
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
当
社
と
し
て
も
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
あ
ま
り
リ

ス
ク
を
取
っ
た
行
動
は
正
直
で
き
ま
せ
ん
。
言
葉
を
選

ば
ず
に
言
え
ば
、
「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」
と
い
っ
た

仕
事
は
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
我
が
社
の
場

合
、
必
然
的
に
価
格
で
勝
負
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
品
質
を
伴

う
適
正
な
価
格
で
お
客
様
に
納
得
し
て
選
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
大
事
で
す
か
ら
、
こ
の
「
納
得
価
格
」
と
い

う
言
葉
を
5
本
柱
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。

２
．
品
質
推
進
室
の
設
立
の
経
緯

　

従
来
か
ら
、
経
営
理
念
に
品
質
を
う
た
い
品
質
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
お
客
様
の
声
や
事
故
報
告

の
分
析
か
ら
は
、
な
か
な
か
芳
し
い
結
果
が
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。２
０
１
８
年
11
月
に
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
協
力
会
社
向
け
の
安
全
衛
生
大
会
で
、
坂
先

生
に
講
演
を
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
を
聞
い
た
当

わが社の安全・品質へ
の取組み　推進事例紹介

発表者　　東京海上日動ファシリティーズ株式会社
　　　　　品質推進室長　
　　　　　服部　喜昭　氏

第2部　①
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時
の
社
長
が
「
当
社
に
も
『
品
質
管
理
』
と
名
の
付
く

組
織
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
強
い
問
題
意
識

を
持
ち
、
経
営
管
理
の
部
門
に
検
討
を
指
示
し
た
こ
と

が
契
機
で
す
。
協
議
の
結
果
、
組
織
の
位
置
づ
け
と
役

割
の
整
理
が
必
要
な
の
で
、
一
定
の
準
備
期
間
を
設
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
が
坂
氏
の

勉
強
会
に
行
き
理
解
を
深
め
、
組
織
を
作
る
こ
と
や
品

質
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
改
め
て
学
び
、

ま
ず
形
か
ら
入
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
従
来
か
ら
我
が
社
で
も
品
質
管
理
を
行
っ
て

お
り
、
事
故
報
告
や
お
客
様
の
声
の
共
有
、
分
析
を
行

う
組
織
体
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
を
衣
替
え
し
て
、「
品

質
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）」
と
い
う
名

前
に
変
え
ま
し
た
。
ま
ず
、
社
内
で
品
質
向
上
を
組
織

的
に
や
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
機
運
を
高
め
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

同
時
に
、
大
勢
の
メ
ン
バ
ー
で
は
細
か
い
議
論
は
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
中
核
に
な
る
メ
ン
バ
ー
を
事
務
局
と

し
て
組
織
し
て
、
実
質
の
論
議
を
行
う
体
制
に
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
が
Ｐ
Ｔ
統
括
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
Ｐ
Ｔ
の
テ
ー
マ
の
中
心
が
、

重
大
事
故
が
幾
つ
も
発
生
し
て
、
そ
の
再
発
防
止
策
の

検
討
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部

長
で
担
当
執
行
役
員
に
な
っ
て
い
た
私
が
こ
の
チ
ー
ム

の
音
頭
を
取
っ
て
議
論
を
深
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
7
月
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
議
論
を
さ
ら

に
高
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
全
部
店
長
を
集
め
た
会

議
で
「
成
長
に
つ
な
が
る
品
質
の
向
上
」
に
向
け
て
の

議
論
を
か
な
り
の
時
間
を
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
幾
つ

か
の
テ
ー
マ
の
中
で
、
品
質
管
理
を
統
括
す
る
専
門
組

織
を
新
設
す
べ
し
と
い
う
意
見
が
多
く
の
部
店
長
か
ら

出
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
論
議
を
踏
ま
え
て
、
坂
氏

の
講
演
か
ら
2
年
半
の
時
を
経
て
、
よ
う
や
く
２
０
２
１

年
4
月
に
品
質
の
専
門
組
織
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

経
営
管
理
部
門
で
あ
る
総
合
企
画
部
に
部
内
室
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。
将
来
、
部
に
す
る
こ
と
を
展
望
し

て
の
室
の
位
置
づ
け
で
す
。
我
が
社
で
は
、
部
の
下
は

グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
室
と
い
う
の
は
そ
の
中
間
に
当
た

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

組
織
の
名
称
が
「
品
質
推
進
室
」
に
な
っ
た
の
は
、

品
質
を
管
理
す
る
だ
け
で
な
く
て
、
営
業
推
進
に
つ
な

げ
た
い
と
い
う
経
営
側
の
強
い
思
い
か
ら
で
す
。
品
質

管
理
と
い
う
の
は
、
事
故
や
不
具
合
を
科
学
的
な
分
析

と
対
応
で
削
減
し
て
、
最
終
的
に
は
収
益
改
善
に
つ
な

図 2-1

図 2-2

品質推進室　組織体制 -1

品質推進室　組織体制 -2
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特　集 「性能発注方式（SLA/KPI）導入は品質管理が解決します！」セミナーから

げ
る
仕
組
み
で
す
か
ら
、
品
質
管
理
室
で
も
収
益
改
善

に
つ
な
が
る
は
ず
な
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
で
は
管
理

色
が
強
く
な
り
、
お
客
様
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
売
上
げ
に

直
接
つ
な
が
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
大
事
に
し
た
い
と

い
う
声
が
非
常
に
多
く
、
そ
こ
か
ら
「
品
質
推
進
室
」

と
い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た
。

　

要
員
は
、
私
と
も
う
一
人
の
シ
ニ
ア
社
員
2
名
が
専

任
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
メ
ン
バ
ー
7
名
が
兼
務
す

る
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

位
置
づ
け
と
し
て
は
、
品
質
推
進
室
の
固
有
業
務
と

い
う
の
は
全
店
統
括
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
専
門
部
署
、
営
繕
の
専
門
部
署
、
営
業
部
店
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
ら
品
質
管
理
の
業
務
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
営
繕
の
安
全
衛
生
大
会
は
営
繕
部
門
が
主
催

す
る
し
、
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
い
ろ
ん
な
教
育
ツ
ー

ル
の
開
発
は
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
部
門
が
や
る
。
品

質
管
理
室
は
そ
れ
に
横
串
を
刺
す
位
置
づ
け
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

３
．
品
質
推
進
室
の
活
動
内
容

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
品
質
管
理
全
般
の
統
括
、

成
長
の
実
現
に
向
け
た
品
質
向
上
、
重
大
事
故
の
未
然

防
止
の
３
つ
で
す
。
主
な
施
策
は
6
つ
あ
り
ま
す
。

　

重
大
事
故
の
原
因
調
査
と
再
発
防
止
策
で
す
が
、
高

所
か
ら
の
転
落
で
の
重
傷
事
故
や
死
亡
事
故
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
分
析
や
再
発
防

止
に
つ
い
て
は
、
専
門
部
署
だ
け
に
任
せ
る
の
で
な
く

品
質
推
進
室
も
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
専
門
部
署
が
行
い
ま
す
が
、
リ
ス

ク
の
高
い
領
域
に
つ
い
て
は
品
質
推
進
室
が
一
緒
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
現
地
に
行
き
ま
す
。

　

次
に
Ｋ
Ｙ
Ｔ
活
動
。
こ
れ
も
営
業
管
理
職
、
担
当
者

や
管
理
所
長
向
け
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
私

ど
も
の
現
場
で
は
協
力
会
社
を
い
か
に
動
か
す
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
現
在
3
年
計
画
で
、
ま
ず
我
々

社
員
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
て
、
そ
こ
か
ら
順
次
現

図 2-3品質推進室　組織体制 -3
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私
か
ら
は
「
労
働
安
全
に
お
け
る
未
然
防
止
へ
の
取

組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
初
に
テ
ー
マ
選
定
の
理
由
で
す
。
弊
社
も
安
全
確

保
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
事
故

件
数
が
年
間
３
０
０
件
程
度
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
中

で
も
10
％
を
占
め
る
人
身
事
故
は
、
弊
社
に
と
っ
て
と

て
も
頭
の
痛
い
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

弊
社
に
は
事
故
報
告
シ
ス
テ
ム
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
事
故
内
容
、
原
因
、
再
発
防
止
策
と
い
っ
た
も
の

場
の
協
力
会
社
に
下
ろ
し
て
い
き
、
Ｋ
Ｙ
活
動
（
危
険

予
知
活
動
）
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
活
動
を
最
終
的
に
は

協
力
会
社
が
自
律
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

品
質
基
準
は
、
当
た
り
前
に
充
足
す
べ
き
レ
ベ
ル
を

想
定
し
て
、
担
当
者
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
る
目

的
で
社
員
の
行
動
品
質
基
準
を
作
成
し
ま
し
た
。
共
通

編
、
知
識
編
、
清
掃
編
、
営
繕
編
等
を
作
成
し
て
今
年

度
か
ら
展
開
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

品
質
管
理
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

「
ビ
ル
メ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
の
見
え
る
化
」
を
目
的

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
協
力
会
社
と
の

間
で
管
理
指
標
を
共
有
し
、
協
力
会
社
と
我
が
社
と
の

間
で
品
質
を
評
価
す
る
仕
組
み
と
し
て
定
着
さ
せ
よ
う

と
い
う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
指
標
は
、

ビ
ル
ご
と
に
定
め
て
、
定
点
観
測
で
見
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
ほ
か
の
ビ
ル
と
単
純
に
比
較
し
て
も
あ
ま
り
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
ビ
ル
の
面
積
と
か
築
年

数
等
を
踏
ま
え
て
、
お
客
様
の
要
求
に
合
わ
せ
た
数
値

に
し
て
い
か
な
い
と
意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
社
で
は
12
項
目
ぐ
ら
い
評
価
項
目
を
作
成
し
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
項
目
ご
と
に
見
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
評
価
基
準
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
原
因
分
析
し
て
そ
の
対
策
を
1
ビ
ル
ず
つ
に
手

づ
く
り
で
や
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
指
標

を
つ
く
る
上
で
腐
心
し
て
い
る
点
は
、
ビ
ル
ご
と
に
デ

ー
タ
を
そ
ろ
え
て
、
営
業
担
当
者
、
管
理
所
長
と
ま
ず

膝
詰
め
で
打
合
せ
を
し
て
、
そ
の
ビ
ル
の
過
去
に
起
き

た
事
故
や
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
の
点
数
等
で
各
指
標
を

具
体
的
に
決
め
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
打
合

せ
を
通
じ
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
狙
い
、
意
味
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現
場
に
納
得
感
を
持
っ
て
自

ら
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

図 2-4具体的な活動内容

労働安全における
未然防止への取組み

発表者　東京海上日動ファシリティーズ株式会社
　　　　FM教育・技術センター長（品質推進室兼務）
　　　　白川　雄一　氏

第2部　②
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を
誰
で
も
見
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
再
発
防
止
策
の
中
に
は
、
「
厳
重
に
注
意
し
た
」

「
再
教
育
を
し
た
」
あ
る
い
は
「
徹
底
を
図
っ
た
」
と

い
っ
た
注
意
喚
起
を
求
め
て
い
る
内
容
が
多
く
、
そ
の

結
果
と
し
て
一
向
に
事
故
は
減
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
結
果
と
し
て
、
２
０
１
８
年
か
ら
20
年
ま
で
の
3

年
間
で
は
平
均
33
件
の
人
身
事
故
の
う
ち
、
毎
年
10
件

近
く
の
重
大
な
人
身
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

図
２- 

５
は
２
０
２
０
年
に
発
生
し
た
28
件
の
人
身

事
故
を
作
業
別
に
分
析
し
た
パ
レ
ー
ト
図
で
す
。
清
掃

担
当
者
の
人
身
事
故
が
11
件
で
一
番
多
く
、
ま
た
、
清

掃
、
設
備
、
工
事
、
使
送
便
と
い
っ
た
上
位
4
作
業
で

全
体
の
9
割
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

過
去
に
起
こ
っ
た
事
故
を
事
例
化
す
る
た
め
に
人
身

事
故
を
一
件
ず
つ
確
認
し
て
い
き
、
類
型
化
し
た
事
故

事
例
の
中
か
ら
主
な
事
故
を
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ
（
故
障
モ
ー
ド

影
響
解
析
）
と
い
う
解
析
手
法
で
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し

と
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
近
い
安
全
対
策
の
手
法
で
す
が
、
主
な
相
違

点
と
し
て
2
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
1
つ
目
は
、
Ｆ
Ｍ
Ｅ

Ａ
は
発
生
度
、
致
命
度
、
検
出
度
と
い
っ
た
リ
ス
ク
の

評
価
指
標
を
掛
け
算
す
る
と
い
う
点
で
す
。
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
は
足
し
算
を
し
ま
す
。
2
つ
目
は
、
効
果

の
確
認
や
標
準
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
非
常
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
の
違

い
で
す
。
各
リ
ス
ク
を
乗
じ
た
結
果
は
Ｒ
Ｐ
Ｎ
（
危
険

優
先
指
数
）
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

例
と
し
て
、
3
つ
の
事
故
事
例
の
現
状
把
握
を
行
い

ま
し
た
。
最
初
に
脚
立
か
ら
転
落
し
た
事
故
の
現
状
把

握
で
す
。
注
目
す
べ
き
は
、
作
業
に
先
立
っ
て
Ｋ
Ｙ
活

動
を
実
施
し
て
い
る
点
で
す
。
事
故
が
起
き
た
現
場
で

は
危
険
ポ
イ
ン
ト
を
洗
い
出
し
て
危
険
度
を
評
価
し
、

対
策
案
を
決
め
て
お
り
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

転
落
・
骨
折
事
故
が
発
生
し
た
の
で
す
。
検
証
の
結
果
、

2
つ
の
大
き
な
ル
ー
ル
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。
1
点
目

は
、
ル
ー
ル
と
し
て
い
た
作
業
補
助
者
を
つ
け
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
2
点
目
は
、
作
業
責
任
者
が
作
業

を
監
督
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

2
つ
目
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た
事

故
に
つ
い
て
の
現
状
把
握
を
行
い
ま
す
。５
Ｓ
（
整
理
、

整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
躾
）
と
か
、
労
働
安
全
研
修
と

か
、
参
考
書
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
現
場
に
物
が
放
置
さ
れ
て
つ
ま
ず
く

事
故
は
当
社
で
も
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

3
つ
目
の
階
段
清
掃
作
業
中
の
転
倒
事
故
に
つ
い
て

課題の明確化 -1 図 2-5

課題の明確化 -2 図 2-6
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大
事
で
す
。
押
し
つ
け
る
と
、
決
し
て
長
続
き
は
し
ま

せ
ん
。

　

2
つ
目
の
方
策
と
し
て
作
業
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
が
、階
段
清
掃
作
業
の「
身

を
守
る
3
原
則
」と
や
っ
て
は
い
け
な
い
禁
止
事
項「
べ

か
ら
ず
集
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
「
身
を
守
る

3
原
則
」
と
し
て
は
、
1
つ
目
、
両
足
を
2
段
に
置
く
。

も
現
状
把
握
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
階
段
で
の
事
故
に

つ
い
て
は
、
①
移
動
中
②
作
業
中
の
2
つ
リ
ス
ク
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
3
つ
の
事
故
事
例
に
つ
い
て
、
本

来
あ
る
べ
き
姿
と
現
実
、
そ
の
間
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
を

洗
い
出
し
て
、
最
も
効
果
的
な
対
策
案
を
検
討
し
て
み

ま
し
た
。
1
つ
目
の
事
故
は
、
完
全
な
Ｋ
Ｙ
活
動
を
履

行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
2
つ
目
の
事
故
は
、
整
理

整
頓
の
履
行
と
し
ま
し
た
。
3
つ
目
の
事
故
に
つ
き
ま

し
て
は
、
不
安
全
行
動
の
回
避
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
ギ
ャ
ッ
プ
と
攻
め
ど
こ
ろ
を
明
確
に
し
ま
し

た
。
1
つ
目
の
完
全
な
Ｋ
Ｙ
活
動
の
履
行
に
つ
い
て
は
、

Ｋ
Ｙ
活
動
の
実
施
方
法
と
記
録
様
式
を
変
更
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
2
つ
目
の
整
理
整
頓
の
履
行
は
、
自
律

的
な
２
Ｓ
活
動
（
整
理
、
整
頓
）
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
3
つ
目
の
不
安
全
行
動
の
回
避
は
、
バ
ラ
ン
ス

を
崩
す
こ
と
へ
の
対
策
と
階
段
清
掃
作
業
中
の
ポ
イ
ン

ト
を
理
解
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
事
故
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
抑
え
る
最

適
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

最
初
の
脚
立
か
ら
転
落
し
た
事
故
で
す
。
こ
の
事
故

は
補
助
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
と
作
業
責
任
者
が
監
督

し
て
い
な
か
っ
た
、
こ
の
2
つ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
事
前
Ｋ
Ｙ
活
動
の
中
で
補
助
作
業
員
を

含
め
た
執
行
担
当
者
を
指
名
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
改
め
て
作
業
責
任
者
の
監
督
を
義
務
づ
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
Ｋ
Ｙ
活
動
の
記
録
様
式
に
つ
い
て
、
実

行
担
当
者
名
と
作
業
責
任
者
が
作
業
を
確
認
し
た
結
果

を
記
す
欄
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

2
つ
目
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
つ
ま
ず
い
た
事
故
に
つ
い

て
は
、
自
律
的
な
２
Ｓ
活
動
の
推
奨
を
し
ま
し
た
。
掛

け
声
だ
け
の
５
Ｓ
活
動
の
前
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

職
場
の
整
理
整
頓
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
過
去
に
物
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た
エ
リ
ア
、

あ
る
い
は
同
様
の
リ
ス
ク
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
つ
い

て
は
、
そ
の
エ
リ
ア
の
整
理
整
頓
さ
れ
た
状
態
を
写
真

撮
影
し
て
、
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
し
て
掲
示
し
ま
す
。

こ
の
エ
リ
ア
を
利
用
す
る
人
は
掲
示
さ
れ
た
写
真
と
の

比
較
で
不
一
致
を
発
見
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
修
正
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
気
づ
い
た
人

は
放
置
さ
れ
た
も
の
を
自
然
と
片
づ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
階
段
清
掃
中
の
転
落
事
故
に
関
す
る
最
適

策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
清
掃
作
業
の
事
故
の
多

く
は
高
齢
者
で
す
。
そ
こ
で
、
身
体
能
力
の
維
持
向
上

を
考
え
た
転
倒
予
防
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
体
操
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ビ
ル
メ
ン
体
操
の

動
画
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
長
く
続
け

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
清
掃
作
業
員
の
方
に
ご
自
身
の

身
を
守
る
大
切
な
予
防
策
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

図 2-7最適策の実施 -1
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特　集 「性能発注方式（SLA/KPI）導入は品質管理が解決します！」セミナーから

2
つ
目
、
両
手
に
清
掃
具
を
持
た
な
い
。
3
つ
目
、
手

す
り
が
あ
れ
ば
必
ず
使
う
。
こ
の
3
つ
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
禁
止
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
「
べ
か
ら
ず

集
」
の
主
な
項
目
と
し
て
は
、
階
段
を
急
い
で
下
り
な

い
。
重
た
い
荷
物
を
持
た
な
い
。
ほ
か
に
も
も
ろ
も
ろ

あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
し
て
は
こ
う
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ビ
ル
の
特
性
に
応
じ
て
禁
止
事

項
を
追
加
す
る
こ
と
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

　

作
業
ポ
イ
ン
ト
は
清
掃
員
控
え
室
に
貼
り
出
す
と
と

も
に
、
カ
ー
ド
に
し
て
発
行
し
ま
す
。
胸
ポ
ケ
ッ
ト
な

ど
、
身
に
つ
け
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

以
上
の
最
適
策
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
改
善
前
に
比

べ
て
大
幅
な
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
対
策
前
の
Ｒ
Ｐ

Ｎ
の
合
計
が
60
点
で
し
た
が
、
対
策
後
は
合
計
16
点
ま

で
改
善
し
ま
し
た
。

　

安
全
へ
の
取
組
み
は
、
効
果
を
継
続
す
る
こ
と
が
特

に
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
仕
組
み
が
上
手
く
履
行
さ
れ

定
着
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
定
期
的
に
3
点

の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
完
全
な
Ｋ
Ｙ
活
動
の
履
行

と
し
て
、
Ｋ
Ｙ
活
動
の
実
施
記
録
を
確
認
す
る
。
整
理

整
頓
の
履
行
と
し
て
、
自
律
的
な
２
Ｓ
活
動
の
エ
リ
ア

を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
「
不
安
定
な
行
動
」
回
避
の
履

行
と
し
て
、
体
操
が
日
常
ル
ー
チ
ン
と
な
っ
て
い
る
か

を
確
認
し
た
り
、
「
3
原
則
」
や
「
べ
か
ら
ず
集
」
が

清
掃
控
え
室
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
カ
ー

ド
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
以
上
の
点
を
継
続
的
に
実

施
し
て
効
果
が
継
続
し
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
再
発
防
止
活
動
は
、
年
間
30

件
に
も
な
る
人
身
事
故
に
対
し
て
一
件
一
件
事
後
に
取

り
組
む
事
故
対
策
で
し
た
。
今
回
過
去
の
多
く
の
事
故

情
報
を
収
集
し
、
類
型
化
し
、
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ
と
い
う
考
え

方
を
活
用
し
て
起
こ
り
そ
う
な
事
故
を
洗
い
出
し
て
対

策
案
を
考
え
る
「
未
然
防
止
型
」
の
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
過
去
の
情
報
を
活
用
し

て
未
然
防
止
型
の
活
動
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

今
回
の
未
然
防
止
型
の
活
動
で
は
、
問
題
の
発
生
率

が
低
い
の
で
効
果
を
確
認
す
る
ま
で
に
は
相
当
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｒ
Ｐ
Ｎ
を
使
っ
て
目
標

の
達
成
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
デ
ー
タ
を

取
っ
て
、
改
善
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

図 2-8最適策の実施 -2
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メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
係
る
発
注
関
連
業
務
の
運
用

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
正
（
令
和
３
年
１

月
18
日
付
）
し
た
こ
と
は
ご
案
内
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
東
京
都
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本
法
に
謳
わ

れ
て
い
る
①
予
定
価
格
の
適
切
な
設
定
、
②
ダ
ン
ピ

ン
グ
受
注
の
防
止
、
③
業
務
履
行
条
件
の
変
化
等
に

応
じ
た
適
切
な
仕
様
書
等
の
変
更
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
着
実
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、
建
築
物
に
お
け
る
衛

生
的
で
安
全
な
環
境
条
件
の
維
持
発
展
に
取
り
組
む

中
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
削
減
、

高
齢
者
・
女
性
・
障
害
者
の
雇
用
促
進
な
ど
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
業
界
の
健
全
な
発
展
と

　

今
次
の
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
の
従
事
者
は
、
社
会
の
維
持
に
不
可
欠
な
「
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
公
に
認
知
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
政
府
か
ら
の
３
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
賃

上
げ
要
請
、
短
時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
の

拡
大
な
ど
に
加
え
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
な
ど
、
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
元
年
改
正
の
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
品
確
法
」
と
言
う
）

第
７
条
第
５
項
で
は
、
発
注
者
に
公
共
工
事
の
目
的

物
の
適
切
な
維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
本
改
正
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
が
「
ビ
ル

担
い
手
の
育
成
確
保
の
た
め
、
令
和
５
年
度
東
京
都

予
算
に
お
き
ま
し
て
、
下
記
事
項
の
実
現
に
特
段
の

ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
業
界
を
代
表
し
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
協
会
の
経
営
研
究
委
員
会
（
梶
山
龍
誠
委
員
長
）
で
は
、
毎
年
、
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
入
札
・
契
約
制
度
等
に
関
す
る
要
望
書
を
ま
と
め
、
東
京
都
に
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
次
年
度
予
算
編
成
に
合
わ
せ
、
経
営
研
究
委
員
長
、
官
公
庁
契
約
小
委
員
長
が
東
京
都
財
務
局
に
要
望
書
を
手
交
し
て
い
ま
す
。

要
望
書
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
」の
提
出
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
東
京
都
予
算
要
望　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
関
係
施
策

東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望

令
和
4
年
８
月
29
日

　
　
公
益
社
団
法
人

　
　
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
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記

総
合
評
価
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て

1
　

総
合
評
価
方
式
の
制
度
改
革
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
技
術
点
の
重
視
や
価
格
点
上
限
の
設
定
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
が
、
品
質

重
視
の
流
れ
を
一
層
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
以

下
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

⑴　

総
合
評
価
方
式
の
適
用
案
件
に
つ
い
て
は
、
清

掃
業
務
、
警
備･

受
付
業
務
に
加
え
て
、
設
備
管
理

に
つ
い
て
も
価
格
点
上
限
を
設
定
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

⑵　

政
策
的
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
品
質
確

保
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１
）
、

イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
等
の
資
格
者
の
保
有
状

況
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
認
定
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
７
０
０
１
）
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
事
業

者
、
本
協
会
加
盟
の
有
無
等
に
つ
い
て
も
加
点
要

素
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　

総
合
評
価
方
式
に
中
小
業
者
が
参
入
す
る
方
式

と
し
て
「
事
業
協
同
組
合
」
の
活
用
を
考
え
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
個
別
発
注
案
件
に
対
応
す
る
た
め

に
事
業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
の
は
期
間
や
経
費

等
の
観
点
か
ら
、
現
実
的
で
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
で
も
、
一
定
規
模
以
上
の
総
合
管
理
案
件
に
お

い
て
は
、
異
な
っ
た
業
態
の
業
者
の
協
同
が
有
効

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参
加
に
つ
い

て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

⑷　

総
合
評
価
案
件
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
引
継
ぎ

期
間
を
確
保
し
、
年
度
当
初
か
ら
質
の
高
い
業
務

が
履
行
で
き
る
よ
う
、
入
札
時
期
を
設
定
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

十
分
な
予
算
の
措
置
並
び
に

最
低
制
限
価
格
等
を
導
入
す
る

場
合
の
協
議
に
つ
い
て

2
　

品
確
法
が
示
す
よ
う
に
、
良
好
な
品
質
の
確
保
、

適
切
な
施
設
管
理
は
、
施
設
・
設
備
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
以
下
の
事
項
に
つ
い
て

要
望
し
ま
す
。

⑴　

予
定
価
格
の
積
算
に
当
た
っ
て
は
、
品
質
確
保

の
た
め
、
積
算
能
力
や
事
業
者
に
よ
る
提
案
内
容

に
つ
い
て
の
審
査
能
力
向
上
な
ど
に
一
層
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑵　

政
府
は
令
和
３
年
度
の
「
中
小
企
業
者
に
関
す

る
国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
年
度

途
中
に
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
た
際
に
円
滑
な
価

格
転
嫁
が
出
来
る
よ
う
、
柔
軟
な
契
約
額
の
変
更

を
促
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

最
低
賃
金
の
年
度
途
中
の
引
上
げ
等
も
見
込
ん
だ

適
正
な
予
定
価
格
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
複
数
年
契
約
案
件
に
お
い
て
、
建
築

保
全
業
務
労
務
単
価
な
ど
が
変
更
さ
れ
た
際
に
は
、

旧
労
務
単
価
か
ら
新
労
務
単
価
に
改
定
す
る
た
め

の
契
約
変
更
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　

万
一
、
業
務
委
託
入
札
に
最
低
制
限
価
格
制
度

を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
予
め
本
協
会
と
十
分
に

協
議
す
る
と
と
も
に
、
技
術
力
・
経
営
力
に
よ
る

競
争
を
損
ね
る
弊
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
特
に
、
労
働
集
約
型
業

務
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
人
件
費
割

合
は
85
％
程
度
と
言
わ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
人
手

不
足
の
中
、
安
定
し
た
業
務
の
品
質
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
最
低
制
限
価
格
は
予
定
価
格
の
85
％
以

上
で
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都へ要望書提出
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契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札

参
加
資
格
の
審
査
に
つ
い
て

3
　

委
託
業
務
の
品
質
確
保
を
図
る
た
め
、
十
分
な
専

門
知
識
・
経
験
の
な
い
業
者
が
受
託
し
て
建
物
・
設

備
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
公

正
な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
、
入
札
参
加
資
格
の
厳

格
な
審
査
及
び
履
行
状
況
の
評
価
に
関
し
、
以
下
の

と
お
り
要
望
し
ま
す
。

⑴　

入
札
参
加
申
請
の
際
の
等
級
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）

に
関
し
、
不
正
な
申
請
を
防
ぐ
た
め
、
公
共
工
事

の
経
営
事
項
審
査
の
よ
う
に
決
算
報
告
書
と
共
に

確
定
申
告
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
、
契
約
実
績
に

つ
い
て
も
特
に
清
掃
・
設
備
・
警
備
に
関
し
て
売

上
の
半
分
以
上
の
契
約
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

⑵　

業
者
指
名
の
段
階
で
は
、
適
切
な
履
行
能
力
の

有
無
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
積
算
能
力

が
な
い
業
者
の
参
加
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　

入
札
参
加
の
際
に
は
、
入
札
金
額
の
根
拠
と
な

る
積
算
資
料
（
直
接
人
件
費
、
法
定
福
利
費
、
直

接
物
品
費
、
業
務
管
理
費
、
一
般
管
理
費
等
の
内

訳
）
の
提
出
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑷　

業
者
指
名
段
階
あ
る
い
は
落
札
後
に
、
各
入
札

参
加
資
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
、
特
に
納
税
証
明
書
、
従
事
者
の
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
適
用
状
況
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求

め
る
な
ど
、
個
々
の
従
事
者
の
保
険
加
入
や
最
低

賃
金
の
遵
守
等
を
促
が
す
取
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑸　

総
合
評
価
案
件
以
外
で
も
、
事
業
者
の
技
術
力
、

経
営
力
等
に
つ
い
て
適
切
に
審
査
・
評
価
で
き
る

体
制
整
備
を
望
み
ま
す
。
適
切
な
追
加
調
査
を
実

施
し
、
履
行
確
保
の
た
め
に
積
算
内
訳
書
、
業
務

履
行
提
案
書
や
誓
約
書
の
提
示
を
求
め
る
な
ど
、

確
実
に
履
行
さ
せ
る
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

⑹　

業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
評
価

結
果
の
一
般
へ
の
公
表
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
令
和
元
年
12
月
に

東
京
都
が
公
表
し
た
「
準
備
契
約
案
件
に
お
け
る

落
札
後
辞
退
に
関
す
る
注
意
事
項
」
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

障
害
者
雇
用
の

促
進
に
つ
い
て

4
　

当
協
会
は
、
都
立
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
生
徒

等
を
対
象
に
し
た
自
立
支
援
事
業
、
卒
業
生
の
ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
へ
の
就
労
支
援
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
入
札
・
契
約
制

度
を
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
以
下
の
事

項
に
つ
い
て
関
係
各
局
を
適
切
に
ご
指
導
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑴　

障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
の
再
開
は
評
価

い
た
し
ま
す
が
、
当
該
案
件
の
内
容
は
、
障
害
者

の
勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、

実
際
に
は
障
害
者
雇
用
の
モ
デ
ル
に
は
な
り
え
な

い
も
の
で
す
。
障
害
者
の
常
用
雇
用
に
つ
な
が
る

契
約
を
増
や
す
と
と
も
に
、
危
険
な
作
業
を
伴
う

契
約
は
除
外
す
る
な
ど
、
真
に
障
害
者
雇
用
の
拡

大
に
つ
な
が
る
内
容
の
入
札
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

⑵　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
に
当
た
り
、
障
害
者

雇
用
率
に
つ
い
て
の
段
階
的
加
点
は
導
入
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
上
限
が
５
点
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、

配
点
の
比
重
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
の
際
の
審
査
事
項
に

お
け
る
加
点
対
象
、
総
合
評
価
制
度
に
お
け
る
政

策
評
価
項
目
以
外
で
も
、
障
害
者
雇
用
率
が
加
点

要
素
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　

上

都へ要望書提出
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左
さ と う

党　隆
たかし

  第299話
「触れられていない『江夏の21球』の後日談がいろいろと…」

「
O
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い

よ
。
今
の
話
の
中
で
合
点
の
い
か
な
い
と

こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
ん
で
、
訊
い
て
も

い
い
で
す
か
?
」

　

再
び
今
度
は
海
野
氏
が
手
を
挙
げ
た
。

　
「
何
で
し
ょ
う
。
わ
か
る
範
囲
の
こ
と
な

ら
お
答
え
し
ま
す
よ
」

　
「
近
鉄
が
9
回
ノ
ー
ア
ウ
ト
で
、
先
頭

打
者
の
羽
田
が
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し
、
代
走

に
俊
足
の
藤
瀬
史
朗
が
1
塁
走
者
に
な
っ

た
後
、
次
の
打
者
7
番
ク
リ
ス
・
ア
ー
ノ

ル
ド
の
4
球
目
に
藤
瀬
が
単
独
盗
塁
し
た

こ
と
な
ん
で
す
よ
。
同
点
、
逆
転
の
チ
ャ

ン
ス
に
送
り
バ
ン
ド
な
ら
ま
だ
し
も
、
い

く
ら
藤
瀬
が
足
に
自
信
が
あ
る
と
は
い
え
、

失
敗
す
れ
ば
元
も
子
も
な
い
無
謀
な
作
戦

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
「
あ
あ
、
あ
れ
ね
。
『
石
橋
を
叩
い
て

も
渡
ら
な
い
』
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
慎
重
な

西
本
監
督
の
性
格
か
ら
あ
り
得
な
い
と
思

っ
た
よ
。
と
こ
ろ
が
あ
の
盗
塁
は
ヒ
ッ
ト

エ
ン
ド
ラ
ン
だ
っ
た
の
を
ク
リ
ス
・
ア
ー

ノ
ル
ド
が
見
落
し
た
た
め
、
結
果
的
に
藤

瀬
の
盗
塁
に
な
っ
た
の
が
真
相
な
ん
だ
よ
。

こ
の
『
江
夏
の
21
球
』
に
は
、
実
は
数
々

の
後
日
談
が
語
ら
れ
て
い
て
面
白
い
よ
。

一
方
、
虚
を
突
か
れ
て
慌
て
た
水
沼
は
と

い
う
と
、
完
全
に
ア
ウ
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
二
塁
送
が
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
な
っ

て
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
カ
バ
ー
に
入
っ
た
名

手
高
橋
慶
彦
が
後
逸
し
、
セ
ン
タ
ー
へ
抜

け
て
し
ま
っ
た
た
め
、
藤
瀬
は
労
せ
ず
し

て
三
塁
ま
で
到
達
し
た
。
水
沼
の
送
球
に

つ
い
て
江
夏
は
『
慎
重
に
な
り
す
ぎ
た
ん

だ
ろ
う
』
と
推
測
し
て
い
る
が
、
水
沼
本

人
に
よ
れ
ば
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
す
ぎ
た
た

め
に
逆
に
慌
て
て
し
ま
い
、
不
十
分
な
握

り
の
ま
ま
送
球
し
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て

い
る
。
ま
た
、
高
橋
は
『
捕
る
こ
と
は
無

理
で
も
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。

あ
れ
で
自
分
は
一
気
に
緊
張
し
て
ダ
メ
だ

っ
た
』
と
語
っ
て
い
る
。
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド

ラ
ン
の
作
戦
は
失
敗
し
た
も
の
の
、
相
手

野
手
の
失
策
で
無
死
三
塁
。
一
打
同
点
の

可
能
性
が
広
ま
っ
た
近
鉄
。
当
の
西
本
自

身
も
試
合
後
、
『
あ
の
場
面
で
当
然
盗
塁

は
な
い
。
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
の
サ
イ
ン

だ
っ
た
』
と
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
イ

ン
の
見
落
と
し
が
結
果
的
に
藤
瀬
の
単
独

ス
チ
ー
ル
成
功
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
藤

瀬
は
走
り
出
し
て
か
ら
ア
ー
ノ
ル
ド
が
サ

イ
ン
を
見
落
と
し
た
こ
と
に
気
付
き
、
そ

の
瞬
間
に
二
塁
で
ア
ウ
ト
に
な
る
こ
と
を

覚
悟
し
た
と
後
に
述
べ
て
い
る
」

　

こ
こ
で
O
氏
は
グ
ラ
ス
の
酒
を
口
に
運

ん
で
か
ら
、

　
「
こ
の
後
江
夏
が
ア
ー
ノ
ル
ド
を
敬
遠

気
味
に
歩
か
せ
、
ノ
ー
ア
ウ
ト
一
・
三
塁

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
西
本
監
督
は
ア
ー
ノ

ル
ド
に
代
走
吹
石
徳
一
を
送
っ
た
が
、
こ

の
時
吹
石
に
は
『
走
る
な
』
と
言
っ
て
送

り
出
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
9
球
目
の
吹

石
の
盗
塁
は
西
本
の
思
惑
と
は
全
く
異
な

る
プ
レ
ー
で
、
近
鉄
側
も
思
い
通
り
の
攻

撃
で
満
塁
の
状
況
を
作
っ
た
わ
け
で
は
な

い
の
だ
。
そ
こ
で
、
広
島
の
古
葉
監
督
は

内
野
陣
に
前
進
守
備
を
指
示
し
た
。
通
例

で
あ
れ
ば
代
走
・
吹
石
の
二
盗
を
防
ぐ
た

め
守
備
を
下
げ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
緩
い
内

野
ゴ
ロ
を
打
っ
た
際
に
三
塁
走
者
の
藤
瀬

が
本
塁
に
突
入
す
る
危
険
が
あ
っ
た
た
め
、

『
同
点
に
さ
れ
た
ら
負
け
る
』
と
考
え
た

古
葉
は
、
1
点
た
り
と
も
与
え
て
は
な
る

ま
い
と
、
吹
石
の
盗
塁
覚
悟
で
前
進
守
備

を
選
択
し
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
の
前

進
守
備
は
大
方
の
見
方
と
し
て
サ
ヨ
ナ
ラ

の
可
能
性
を
増
大
さ
せ
る
危
険
な
選
択
と

し
て
映
っ
た
。
案
の
定
吹
石
に
盗
塁
さ
れ

て
、
江
夏
と
水
沼
の
二
人
は
敬
遠
策
で
平

野
を
歩
か
せ
無
死
満
塁
と
し
た
。
こ
れ
と

同
時
に
古
葉
は
、
す
で
に
池
谷
公
二
郎
が

投
球
練
習
を
開
始
し
て
い
た
ブ
ル
ペ
ン
に

北
別
府
を
向
か
わ
せ
た
。
6
球
目
の
直
後

北
別
府
と
池
谷
が
ブ
ル
ペ
ン
に
入
っ
た
こ

と
で
江
夏
は
『
信
用
し
て
な
い
の
か
』
と

憤
っ
て
い
た
。
一
方
古
葉
も
『
江
夏
ほ
ど

の
投
手
な
ら
そ
う
思
っ
て
当
然
』
と
後
日

語
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
江
夏
は
少
な
く

と
も
同
点
は
覚
悟
し
て
お
り
、
後
年
に
な

っ
て
『
あ
の
時
の
古
葉
さ
ん
の
行
動
は
理

解
で
き
た
』
と
語
っ
て
い
る
。
ブ
ル
ペ
ン

が
動
く
と
は
思
わ
な
か
っ
た
江
夏
は
『
こ

こ
で
代
え
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
脱
い
で
も
い
い
』
と
ま
で
思
っ
た

と
い
う
。
双
方
の
考
え
方
の
違
い
が
生
じ

た
瞬
間
だ
っ
た
。
古
葉
監
督
は
こ
の
采
配

を
、
同
点
延
長
に
な
っ
て
江
夏
に
代
打
を

送
っ
た
後
の
守
り
を
考
慮
し
た
た
め
と
後

に
語
っ
て
お
り
、
江
夏
の
心
情
ま
で
は
考

え
て
な
か
っ
た
。
先
の
先
ま
で
考
え
て
い

た
ん
だ
ね
」

「
今
の
O
君
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
孤

高
の
天
才
左
腕
江
夏
豊
の
プ
ラ
イ
ド
と
、

頑
固
一
徹
、
一
度
決
め
た
ら
押
し
通
す
肥

後
も
っ
こ
す
古
葉
監
督
と
の
心
の
葛
藤
話

だ
ね
。
な
か
な
か
面
白
い
」

　

こ
こ
で
M
氏
が
呟
く
よ
う
に
言
っ
た
。
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警
備
防
災
委
員
会
は
、
協
会
会
員
11
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
方
と
個
人
委

嘱
の
方
、
計
22
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
警
備
業
法
及
び
消
防
法
に
基
づ
き
、
教
育
施
設
や
機

材
を
十
分
に
活
用
し
た
新
任
・
現
任
警
備
員
教
育
の
ほ
か
、
よ
り
練
度
の

高
い
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
警
備
隊
長
向
け
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
や

防
災
管
理
者
向
け
の
実
技
講
習
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
家
な
ど
を
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ほ
か
、
調
査
研
究
、

テ
キ
ス
ト
等
の
発
刊
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
１ 

調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

　
1　
調
査
研
究
の
実
施

　
2　
見
学
会
の
実
施

【
２ 

教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

　
1　
講
習
会
の
実
施

　
　
　

 

（
１
）
新
任
警
備
員
教
育
（
認
定
職
業
訓
練　

１
回
21 

時
間
）

　
　
　

 

（
２
）
現
任
警
備
員
基
本
教
育
講
習
（
１
回
４
時
間
）

　
　
　

 

（
３
）
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
１
号
）
講
習
（
１
回
６
時
間
）

　
　
　

 

（
４
）
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
２
号
）
講
習
（
１
回
６
時
間
）

　
　
　

 

（
５
）
警
備
防
災
関
連
セ
ミ
ナ
ー　
　

な
ど

主
な
令
和
４
年
度　
事
業
計
画

現
任
警
備
員
基
本
教
育
講
習

　

当
講
習
は
、
現
在
警
備
業
に
就
い
て
い
る
方
が
、
受
講
を
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
た
教
育
で
す
。

　

現
任
1
号
教
育
及
び
現
任
2
号
教
育
を

受
講
さ
れ
る
方
に
向
け
た
共
通
講
習
と

な
っ
て
お
り
、
隔
月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
」
と
い
う
国

家
資
格
を
所
持
し
た
プ
ロ
講
師
が
、
警
備

業
に
関
す
る
法
律
や
携
帯
す
る
護
身
用
具
、

警
察
機
関
と
の
連
携
方
法
や
防
災
に
関
わ

る
非
常
時
の
対
応
等
を
指
導
い
た
し
ま
す
。

受
講
料
：（
会
員
）1
6
5
0
円 

（
一
般
）2
7
5
0
円

開
催
回
数
：
年
19
回

講
習
時
間
：
4
時
間

警
備
防
災
委
員
会

委員会
紹介

Vol.3

谷
川
慶
多
委
員
長
（
株
式
会
社
富
士
管
理
）

主
要
な
講
習
会

※
受
講
料
は
全
て
税
込
価
格

1
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新
任
警
備
員
教
育

　

当
講
習
は
、
警
備
業
に
お
け
る
新
入
社
員
や
未
経
験
の
新
人
を
対

象
と
し
た
基
礎
教
育
で
す
。

　

安
全
と
安
心
を
守
る
警
備
員
に
就
く
に
当
た
っ
て
は
、
最
初
に
身

に
つ
け
て
お
く
べ
き
知
識
や
技
術
、
そ
し
て
警
備
員
自
ら
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
技
術
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
新
任
教
育
で
は
、
警
備
に
関
連
す
る
法
令
や
基
本
動
作
な
ど

を
学
ぶ
「
基
本
教
育
」（
10
・
5
時
間
）
と
、
施
設
・
交
通
な
ど
実
業

務
に
関
連
し
た
内
容
を
学
ぶ
「
業
務
別
教
育
」（
10
・
5
時
間
）
を
全

3
日
間
（
計
21
時
間
）、
座
学
や
実
技

を
通
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

受
講
料
：（
会
員
）6
6
0
0
円 

（
一
般
）1
万
1
0
0
0
円

開
催
回
数
：
年
21
回

講
習
時
間
：
21
時
間
（
1
日
7
時
間
×
3
日
間
）

使
用
テ
キ
ス
ト
：
警
備
員
教
本
（
改
訂
第
15
版
）

現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
１
号
）
講
習

　

当
講
習
は
、
現
在
警
備
業
に
就
い
て
い
る
方
が
、
受
講
を
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
た
教
育
で
す
。

　

現
任
基
本
教
育
を
受
講
さ
れ
る
方
に
向
け
た
選
択
講
習
と
な
っ
て

お
り
、
隔
月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
職
警
備
員
の
プ
ロ

と
し
て
の
質
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、
報
告

の
意
義
や
緊
急
時
の
注

意
事
項
、
巡
回
時
に
不

審
者
を
発
見
し
た
際
の

対
応
、
防
犯
及
び
警
報

機
器
類
の
種
類
や
役
割

知
識
の
習
得
、
業
務
の

判
断
に
迷
っ
た
際
の
対

応
等
を
指
導
い
た
し
ま

す
。

受
講
料
：（
会
員
）2
2
0
0
円 

（
一
般
）3
3
0
0
円

開
催
回
数
：
年
20
回

講
習
時
間
：
6
時
間

2

3
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上
級
救
命
講
習

受
講
料
：（
会
員
）0
円 

（
一
般
）2
8
0
0
円

開
催
回
数
：
年
2
回

講
習
時
間
：
7
時
間

現
場
管
理
者
向
け
非
常
時
対
応

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

　

消
防
本
部
が
指
導
及
び
認
定
を
行
っ
て
お
り
、
8
時
間
講
習
を
終

え
た
後
、
公
的
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
毎
年
非
常
に
人
気

の
講
習
で
す
。

　

施
設
警
備
員
が
取
得
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
さ
れ
る
3
種
の
神

器
の
1
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

簡
易
応
急
手
当
や
け
が
人
の
搬
送
方
法
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役

立
つ
技
術
と
知
識
を
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

　

言
葉
だ
け
の
知
識
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
マ

ネ
キ
ン
を
使

用
し
、
自
身

が
納
得
す
る

ま
で
何
度
で

も
反
復
練
習

を
行
う
こ
と

が
出
来
ま
す
。

受
講
料
：（
会
員
）6
6
0
0
円 

（
一
般
）1
万
3
2
0
0
円

開
催
回
数
：
年
1
回

講
習
時
間
：
5
・
5
時
間

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
新
規
特
別
講
習

で
す
。

　

各
企
業
の
防
災
担
当
者
や
施
設
管
理
者
に
向
け
た
講
習
会
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
首
都
直
下
地
震

を
テ
ー
マ
と
し
、
大
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
ら
良
い
の

か
、
参
加
者
同
士
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
情
報
交
換
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
も
し
実
際
に
あ
な
た
の
会
社
や
通
勤
途
中
で
災
害
が
発
生
し
た

ら
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
各
自
で
想
像
構
成
し
て
い
た
だ
き
、
講

師
と
共
に
あ
な
た
だ
け
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
対
策
を
考
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
東
京
都
が
10
年

ぶ
り
に
改
訂
し
た

首
都
直
下
地

震
等
の
被
害
想
定

や
新
た
な
災

害
シ
ナ
リ
オ
等
の
防
災
に
お
け
る

最
新
情
報
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
、
ス
キ
ル
と
知
識
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

1

4

※
受
講
料
は
全
て
税
込
価
格

警
備
防
災
セ
ミ
ナ
ー
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警
備
最
先
端
技
術
セ
ミ
ナ
ー

受
講
料
：（
会
員
）0
円 

（
一
般
）2
2
0
0
円

開
催
回
数
：
年
1
回

講
習
時
間
：
2
時
間

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
今
年
度
開
催
す
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
発
生
か
ら
約
3
年
が
経
ち
、
政
府
か
ら
の
規
制
緩
和
も

受
け
、
各
地
で
は
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
観
光
地
で
の
賑
わ
い

を
見
せ
、
以
前
の
生
活
が
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。
電
車
は
人
々
で
ご
っ

た
返
し
、
ラ
イ
ブ
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
人
々
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
、
人
材
確
保

が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
警
備
業
界
が
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り

切
る
か
、
皆
様
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
2
名
の
特
別
講
師
を
お
呼
び
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
大
学
か
ら
メ
デ
ィ
ア
で
も
非
常
に
多
く
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
西
成 

活
裕
教
授
、
も
う
一
人
は
都
庁
や
各
空
港
で
も
公
式
利
用
さ

れ
て
い
る
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
『
Ｓ
Ｑ-

２
』
の
開
発
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｑ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
㈱
様
を
お
呼
び
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
々
の
流
れ
、
群
衆
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
分
析
し
、
人
材
確
保
が
困
難

と
さ
れ
て
い
る
警
備
業
の
救
世
主
で
あ

る
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
方
法
を
考
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
見
学
会
は
『
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
』
で
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　
公
園
内
に
あ
る
特
別
防
災
体
験
学
習
施
設
『
そ
な
エ
リ
ア
』
に
て
、

地
震
災
害
後
の
支
援
が
少
な
い
時
間
を

生
き
抜
く
知
恵
を
学
ぶ
防
災
体
験
学
習

ツ
ア
ー
（
約
90
分
）
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
被
災
地
や
避
難
所
の
様
子
を
再
現
し

た
実
物
大
の
ジ
オ
ラ
マ
や
被
害
想
定
の

特
設
コ
ー
ナ
ー
、
災
害
を
生
き
抜
く
ヒ

ン
ト
や
備
え
る
べ
き
グ
ッ
ズ
の
展
示
紹

介
な
ど
を
巡
り
、
実
際
に
大
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
指
揮
本
部
と
な
る
丘
基

幹
広
域
防
災
拠
点
施
設
（
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
）
な
ど
も
見
学
し
て
き

ま
し
た
。

　

来
年
度
も
別

見
学
会
を
検
討

し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

委員会紹介 Vol.3

2

そ
の
他
事
業
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３Ｅレポート

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて頂きます、お気軽にお声掛け下さい。必ずやご期待にお応え致します。

環境関連情報
エネルギー
エコノミー
エコロジー

No.58

情報提供

●東京都はまだ甘い？　　　　　　　
EU は既存ビルにも太陽光義務化へ

　EU はロシア産化石燃料からの脱却計画「リパワー EU」を推進している。
脱ロシアを早急に実現したい EU にとって、エネルギー転換の「迅速さ」
が重要だ。一方で、EU には「脱炭素のためには変化もいとわない」とい
う強い民意があるため、石炭などの化石燃料への回帰は選択肢に入らな
い。日本で話題に上ることの多い原子力も、素早い拡大という点では他
のエネルギー源に劣っている。
　結局、「脱炭素と迅速な脱ロシア」を両立させる選択肢は、再エネ以外
にはないのだ。10 年以内という “ 稲妻のようなスピード ” で再エネへの
エネルギー転換を進める。その目玉となったのが、建物の上に設置する
屋上太陽光発電である。
　「EU の電力の 25％をまかなえる可能性がある。既存の建物を利用する
ため、屋上太陽光は周辺環境などとの衝突を避けることができる。だから、

非常に素早く展開できる」。欧州委員会は「建築物への太陽光発電の設置
義務化」を、リパワー EU と同時に提案している。「日経エネルギー」

● IEA、2022 年は世界の石炭消費量
が過去最高の記録に並ぶと報告

　国際エネルギー機関（IEA）は、世界の石炭消費量は 2022 年に増加し、
約 10 年前の記録的な水準に戻る見込みであるとの報告書を発表した。現
在の経済・市場動向に基づき、中国経済が下半期に回復すると仮定した
場合、2022 年の世界の石炭消費量は 80 億トンになると予測され、これ
により 2013 年の年間記録に並ぶこととなる。2023 年の石炭需要はさら
に増加し、過去最高を更新する可能性が高い。世界の石炭需要の増加には、
ロシアのウクライナ侵攻に伴う天然ガス価格の高騰により、多くの国で
ガスから石炭への転換が進んだことや、インドの経済成長が寄与してい
る。中国とインドを合わせた石炭消費量は世界の他の地域の合計の 2 倍
であり、中国だけで世界の需要の半分以上を占めている。「環境展望台」

9
・
16	

米
ア
ッ
プ
ル
の
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
14

発
売
開
始

9
・
17	

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
八
重
洲
の
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
と
商
業
施
設
の
一
部
が
開
業

9
・
18	

台
風
14
号
が
九
州
上
陸　

宮
崎

県
に
大
雨
特
別
警
報	

9
・
19	

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
の
国
葬
に
参
列

9
・
20	

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
申
請

12
月
末
ま
で
期
限
を
延
長

9
・
21	

国
土
交
通
省
が
基
準
地
価
を
発

表	

住
宅
地
が
31
年
ぶ
り
上
昇

9
・
22	

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が

予
備
役
動
員
を
発
表

9
・
23	

西
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
―

長
崎
）
開
業

9
・
24	

台
風
15
号
の
影
響
で
静
岡
県
に

記
録
的
大
雨

9
・
25	

プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
が
セ･

リ
ー

グ
連
覇

9
・
26	

岸
田
首
相
が
ハ
リ
ス
米
副
大
統

領
と
初
会
談

9
・
27	

安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
が
日

本
武
道
館
で
営
ま
れ
る

9
・
28	

緊
急
時
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
導
入
に
携
帯

電
話
大
手
４
社
が
賛
成
の
意
向
表
明

9
・
29	
日
中
国
交
正
常
化
50
周
年
記
念

式
典
を
開
催

9
・
30	

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
・
南
部

4
州
を
編
入
す
る
条
約
に
調
印

10
・
1	

元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
で
参
議
院
議

員
を
2
期
務
め
た
ア
ン
ト
ニ
オ

猪
木
さ
ん
が
死
去
（
79
歳
）

10
・
2	

プ
ロ
野
球
オ
リ
ッ
ク
ス
が
パ･

リ

ー
グ
連
覇

10
・
3	

プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
の
村
上
選

手
が
日
本
選
手
最
多
の
56
本
塁

打
を
放
ち
三
冠
王
も
獲
得

10
・
4	

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
し
5
年
ぶ
り
に
日
本
上
空
を

通
過

10
・
5	

北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
を
受
け
米
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
が
日
本
海
に
再
展
開

10
・
6	

宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光
一
さ
ん

ら
４
人
が
乗
る
宇
宙
船
ク
ル
ー

ド
ラ
ゴ
ン
５
号
機
を
打
ち
上
げ

10
・
7	

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
人
権
活
動
家
と
ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
団
体

10
・
8	

ク
リ
ミ
ア
半
島
と
ロ
シ
ア
本
土

結
ぶ
橋
が
爆
発

10
・
9	

「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
」
コ
ロ
ナ

禍
超
え
て
3
年
ぶ
り
開
催

10
・
10	

全
国
旅
行
支
援
が
11
日
か
ら
開

始
。
東
京
の
み
20
日
か
ら

10
・
11	

水
際
対
策
緩
和　

入
国
上
限
を

撤
廃
し
個
人
旅
行
も
解
禁	

10
・
12	

日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
「
イ
プ
シ
ロ

ン
」
打
ち
上
げ
失
敗
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前
回
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
徳
川
家
康
が

江
戸
に
入
っ
た
1
5
9
0
年
（
天
正
18
年
）

当
時
は
、
城
下
の
大
部
分
が
低
湿
地
（
汐
入

地
や
沼
地
）で
し
た
。
現
在
の
深
川（
江
東
区
）

あ
た
り
も
、
波
打
ち
際
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
規
模
な
開
発
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
ず
湿
地
の
排
水
を
行
い
、
後
の
水
運

事
業
の
た
め
に
、
堀
割
（
水
路
）
を
巡
ら
し
、

掘
り
上
げ
た
土
を
整
地
に
使
い
、
町
の
造
成
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
神
田
山
も
切
り
崩
さ
れ
、
日
比

谷
入
江
の
埋
め
立
て
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
工
事
は
、「
千
石
夫
」
と
い
わ
れ
、
大
名

の
石
高
1
0
0
0
石
あ
た
り
1
人
の
人
夫

を
出
す
や
り
方
で
動
員
さ
れ
、“
天
下
普
請
”

の
大
事
業
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
江
戸
の
城
下
町

は
、
身
分
や
職
域
な
ど
で
き
ち
ん
と
住
み
分
け

ら
れ
て
い
て
、
大
名
や
旗
本
の
屋
敷
や
寺
社
と
、

庶
民
の
住
む
町
家
は
だ
い
ぶ
離
れ
て
い
ま
し
た
。

武
家
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
集
め
ら
れ
た
職

人
と
商
人
た
ち
は
、
同
職
集
住
の
町
を
形
づ
く

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、畳
町
、桶
町
、鉄
砲
町
、

鍛
冶
町
、
伝
馬
町
な
ど
。

　

1
6
0
9
年
（
慶
長
14
年
）、
千
葉
に
漂
着

後
、
江
戸
を
訪
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
水
路
と

道
路
が
整
備
さ
れ
た
町
の
清
潔
さ
に
驚
き
、
ま

た
、
町
ご
と
に
出
入
り
口
に
木
戸
が
設
け
ら
れ
、

朝
夕
に
開
閉
さ
れ
門
番
が
立
ち
、
治
安
を
守
っ

て
い
る
、
と
見
聞
記
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、大
江
戸
の
暮
ら
し
を
支
え
た
、『
水
』

の
管
理
と
運
用
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

其の二

水
を
抜
く
、山
を
削
る
、埋
め
立
て
る
。

大
規
模
な
町
づ
く
り
。

大
江
戸
よ
も
や
ま
話
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協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

基本のやり方

1

2

Let’s
try

ゆ
る
ゆ
る
屈
伸

ひ
ざ
ち
ゃ
ん
体
操 

4

明日のための
健 康 習 慣
Vol.14

協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

監修

健康運動指導士
健康経営エキスパートアドバイザー
東海大学体育学部体育学科卒 
生活習慣病、介護、ロコモの予防改善を
中心に、講演や運動指導を行っている。
人生の最後まで、自分の足で歩くことを
目的とした「ケア･ ウォーキング ®」「ひ
ざちゃん体操」などを考案。

『黒田式　ケア・ウォーキング』合同出版

黒田恵美子先生

足を軽く開いて立ちます。握りこ
ぶしを作って、足の親指の付け根
の間に入れてぴったり挟まるよう
な幅にします。大事なポイントの
１つめ、足先が正面を向くように
します。

❶ 

股
関
節

❷ 

ひ
ざ

次に軽くひざを曲げます。この時大事なポイントの２つめ、
股関節、ひざの順に曲げるようにしましょう。

　
前
回
ま
で
は
普
段
の
生
活
の
中
で
の
ひ
ざ
の
曲

げ
方
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。 
今
回

は
、
ひ
ざ
痛
を
予
防
改
善
す
る
た
め
の
体
操
の
一

つ
、
「
ゆ
る
ゆ
る
屈
伸
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。
運

動
の
仕
方
は
簡
単
で
、
た
だ
ゆ
る
ゆ
る
と
ひ
ざ
の

軽
い
屈
伸
を
続
け
る
だ
け
な
の
で
す
が
、
ひ
ざ
痛

が
軽
く
な
っ
た
と
い
う
声
を
聞
く
運
動
で
す
。

　
や
っ
て
す
ぐ
に
効
果
が
出
る
方
も
、
数
か
月
続

け
て
効
果
が
出
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ひ
ざ
の
曲

げ
方
に
気
を
付
け
て
行
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す

が
、
腰
痛
や
肩
こ
り
が
よ
く
な
っ
た
な
ど
と
い
う

効
果
も
あ
り
、
こ
れ
を
行
っ
た
直
後
は
骨
格
が
整

う
の
で
姿
勢
が
自
然
に
良
く
な
り
ま
す
。

　
脚
力
が
弱
い
方
は
椅
子
の
背
も
た
れ
や
テ
ー
ブ

ル
に
つ
か
ま
っ
て
行
う
と
、
ひ
ざ
周
り
の
筋
肉
を

強
め
る
筋
ト
レ
に
な
り
ま
す
。
1
度
に
1
分
か
ら

3
分
く
ら
い
続
け
る
の
を
１
日
に
1
回
で
も
何
回

か
行
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。



2022.11  Network Tokyo29 安全に「もう十分」ということはなし　念入りこまめな確認実行

34

悪い姿勢

　本コーナーはビルメンテナンス業に関わる従事者や管理者に対し、労働災害防止のための労務管理を促進するため、不定期連載と
して掲載しております。日々のご自身の健康管理や自社従業員への健康啓発にご活用ください。

腕
は
横
に
自
然
に
下
げ
た
ま
ま
で
、
顔
は
前

を
向
き
、
ひ
ざ
が
足
先
よ
り
も
前
に
出
な
い

く
ら
い
の
浅
い
屈
伸
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
お

尻
を
後
ろ
に
出
す
く
ら
い
に
意
識
す
る
と
、

上
手
に
屈
伸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
行
う
の
が
大
事
で
1
秒
間
に

2
回
く
ら
い
の
テ
ン
ポ
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
で

す
。
ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
と
ひ
ざ
に
力
を
入
れ
て

屈
伸
す
る
の
と
は
違
い
、
ゆ
る
ゆ
る
と
ほ
ん

の
少
し
だ
け
曲
げ
れ
ば
十
分
で
す
。

❶ひざは、股関節が伸びたまま
で屈伸するとひざ関節に負担
がかかりますので、このよう
にお腹（股関節）を前に突き
出すのはＮＧです。

❷足先に対してひざが内また、
外またになるとひざに負担が
かかるのでＮＧです。

★脚力が弱い方、お尻を出すのが苦手な方
　お尻を後ろに出して屈伸がうまくできない方は、お尻の筋肉が弱って

いることが考えられます。テーブルなど安定したところに手をついて
体重を支え、足の負担を軽くしながら行ってみると良いでしょう。

★ゆるゆる屈伸が終わったら姿勢を確認
　1 分から 3 分、ゆるゆる屈伸を終えたら、その場に立ったままで身体

を感じてみましょう。すーっと上に引き上げられるような感じや、足
裏が地面にしっかりついている感じ、左右に揺れないで安定した感じ
などが感じられるはずです。毎日少しずつ行うことで、骨格を整える
助けをしてくれます。

　出かける前にやる、歯磨きなどの時間にやる、と決めて習慣にしてし
まうのも良いですし、パソコン作業で長い時間座りっぱなしの時や立
ちっぱなしの時などに行うと血流がよくなって体がほぐれます。
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●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

■相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　税理士　石井　泰幸

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

　住宅手当支給を福利厚生の一つとして実施して
いる場合に、住宅手当支給に代えて会社が住宅を
借りあげこれを従業員に貸与すると、会社も従業
員も節税になります。
　住宅手当は、従業員にとって給与所得として課
税されます。更に、社会保険料の算定基礎にも算
入されますので、従業員、会社ともに社会保険料
の負担額が増加します。
　一方、借りあげ住宅や会社所有住宅などを活用
して従業員に一定額の家賃を負担して貰えれば、
上記の課税は発生しません。
　それでは、従業員に社宅や寮を貸したときの具
体的な課税関係を見てみましょう。
　従業員に対して社宅や寮などを貸与する場合に
は、従業員から一ヶ月あたり一定の家賃（以下「賃
貸料相当額」と言います）を受け取っていれば給
与としての課税はありません。
1．賃貸料相当額とは
　次の、①から③の合計額です。
　①（その年度の建物の固定資産税の課税標準額）×0.2％
　②12円 ×（その建物の総床面積㎡ ÷3.3㎡）
　③（その年度の敷地の固定資産税の課税標準額）×0.22％
　　会社所有の社宅や寮については、すぐに資料

が揃うと思いますが、借りあげ社宅などの場合
には、貸主などから、固定資産税の課税標準額
を確認する必要があります。

2．給与として課税される場合
　次の場合には、給与として課税されます。
　①従業員に無償で貸与する場合
　　「賃貸料相当額」が給与として課税されます。
　②従業員から「賃貸料相当額」未満の家賃を受

け取っている場合
　　「賃貸料相当額」と「受け取っている家賃」の

差額が給与として課税されます。
　　ただし、従業員から受け取っている家賃が、
　　「賃貸料相当額」の50％以上であれば、受け取っ

ている家賃と賃貸料相当額との差額は、給与
として課税されません。

　③現金で支給する住宅手当や入居者が直接契約
している場合の家賃を負担したとき。

3．役員に社宅などを貸したとき
　　役員に社宅等を貸した場合には、住宅の区分

が、小規模な住宅、それ以外の住宅、豪華住宅
などに区分され、更に、「賃貸料相当額」の計
算などが、従業員に社宅等を貸した場合と異な
りますので、必ず国税庁の HP などで確認して
ください。

　参考：タックスアンサー No.2597，2600, 
　　　　質疑応答事例（源泉所得税）

社宅と住宅手当



31 2022.11  Network Tokyo日常に潜む危険は気の緩み　改善意識と呼びかけで　達成しよう事故ゼロ習慣

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

URL高耐久／透明無機薄膜型　抗菌・抗ウイルスコーティング

ecommended roducts
おすすめ
製      品
コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

透明無機薄膜が基材の外観をそのままに、
持続性のある抗菌・抗ウイルス性能を付与します。

◆ SIAA 認証データ ( 抗菌・抗ウイルス性能 )

◆ 採用事例：大型商業施設、宿泊施設、駅のトイレ、家具、車両内装等で
　　　　　　 多数採用実績あり。
　 採用実績の一部を当社ホームページに掲載しておりますので、ご参照下さい。

施設を衛生的（キレイ）に！

テルサス RN は SIAA（ 抗菌製品技術協議会 ）の抗菌・抗ウイルス認証を取得した
完全水系のコーティング液。作業上の安全性も高く、取扱いが容易。様々な場所で
ご使用いただけます。

細菌やウイルスの数（残存率）は PFU/c㎡を基に評価しています。（PFU-Plaque-forming unit…プラーク数やコロニー数から測定された細菌数やウイルス
数の指標）薬機法（医薬品・医療機器等の品質、有効性および安全性の確保等に関する法律）に従い、特定の細菌名およびウイルス名を表記しておりません。

SIAA 認証マーク ( コーティング液 )

抗菌・抗ウイルス試験結果 ( コーティング液 )

Tersus® RN（テルサス・アールエヌ）
信越アステック㈱　TEL：03-5298-3212　URL：https://www.shinetsu-astech.co.jp/photocatalyst/index.html 
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11
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

講
習
会
受
講
に
関
す
る

注
意
事
項
に
つ
い
て

◉現任警備員基
本教育講習

◉警備隊長・副		
隊長向け現場

　 統 率 ス キ ル
アップ講習

◉ビルの空気調
和設備

◉ビルクリ3級
実技最終確認
講習 ◉長期修繕計画

◉空気調和と空
気線図の応用

◉現場管理者向け非常時
対応スキルアップ講習

◉品質管理実践
コース（2日目）

◉現任警備員
　基本教育講習

◉実践品質
　評価法講習
◉シーケンスの

読み方と実習

◉危険予知訓練
　（KYT)
　半日講習

◉現任警備員
　基本教育講習

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース

◉ビルクリ1級実技最終確認講習

1月分講習会
情報公開日(HP)

※10月17日現在で
開催する予定の講
習会のみ掲載して
おります。
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12
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願

い 

● 

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●  

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

た
め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、

ご
着
用
く
だ
さ
い
。

●  

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を

使
用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症

対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

◉現任警備員
業務別教育
(1号)講習

◉現任警備員
	 業務別教育
	 (1号)講習

◉設備管理
	 責任者講習

◉現任警備員
	 業務別教育
	 (1 号 ) 講習

◉現任警備員
	 業務別教育
	 (2 号 ) 講習

◉再発防止
	 コース

◉現任警備員業
	 務別教育
	 (1号 )講習

◉新任警備員教育

2月分講習会
情報公開日(HP)
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編
集
後
記

　

お
盆
休
み
直
前
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

し
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
3
回
接
種
し
て
お
り
感
染
対
策
に

も
気
を
付
け
て
い
た
の
で
す
が
、
帰
宅
後
に
普
段

3
5
0
㎖
缶
3
本
く
ら
い
の
晩
酌
を
す
る
の
で
す
が
、

こ
の
日
は
1
本
飲
ん
だ
後
ベ
ロ
ン
ベ
ロ
ン
に
酔
っ
ぱ
ら

っ
て
し
ま
い
、
つ
ま
み
に
も
全
く
箸
を
つ
け
る
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、「
あ
れ
？
」
と
思
い

な
が
ら
体
温
計
で
測
っ
て
み
る
と
38.
2
度
。
あ
～
や

っ
ち
ゃ
っ
た
な
～
と
思
い
、
朝
起
き
た
ら
熱
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
を
願
い
寝
た
の
で
す
が
、
翌
朝
も
熱
は
下

が
ら
ず
病
院
で
半
日
か
か
っ
て
P
C
R
検
査
を
し
て

も
ら
い
、
2
日
後
に
結
果
が
陽
性
と
出
ま
し
た
。

　

お
盆
休
み
中
な
の
で
誰
か
ら
連
絡
が
来
る
わ
け
で
も

な
く
、
た
だ
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
高
校
野
球
を
ぼ
ー
っ
と

見
て
気
が
付
い
た
ら
夜
に
な
り
、
ご
飯
も
食
べ
て
い
な

い
（
最
初
の
２
日
は
全
く
食
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。）

と
い
う
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

熱
は
2
日
で
下
が
っ
た
の
で
す
が
、
自
宅
療
養
が
終

わ
っ
て
も
全
て
の
こ
と
に
対
し
て
や
る
気
が
お
き
ず
、

人
と
会
う
の
も
苦
痛
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ち
ょ
う
ど
別

の
件
で
病
院
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と

を
先
生
に
相
談
し
た
ら
、
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
で
鬱
っ
ぽ

く
な
る
人
が
結
構
い
る
ん
だ
よ
と
聞
き
、
あ
ま
り
ひ
ど

い
様
な
ら
ば
、
ま
た
相
談
し
に
来
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
私
は
2
週
間
ほ
ど
で
元
に
戻
っ
た
の
で
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
知
り
合
い
の
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
人

と
会
う
と
後
遺
症
の
話
を
良
く
聞
く
の
で
す
が
、
1
～

2
年
前
の
味
覚
や
嗅
覚
障
害
よ
り
、
体
の
だ
る
さ
が
取

れ
な
い
、
首
・
肩
が
重
く
な
っ
た
等
の
後
遺
症
が
残
っ

て
い
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
コ
ロ
ナ
終
息
と
は

い
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、

早
く
周
り
の
人
と
マ
ス
ク

を
と
っ
て
笑
顔
を
見
な
が

ら
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
な
。

　
　
　
　

株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ　

里
見　

貴
弘

9
月
20
日

【	
協　

会	

】

	

・
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
案
内

	
	

（
講
習
会
申
込
と
書
籍
注
文
の
専
用
サ
イ
ト
の
お
知
ら
せ
）

	

・
「
協
会
工
事
登
録
業
者
（
新
規
・
継
続
）
募
集
」
の
ご
案
内

	

・
「
令
和
４
年
度
防
火
・
防
災
管
理
業
務
に
関
す
る

	
			

実
態
調
査
の
回
答
締
切
」
の
ご
案
内

	

・
「
現
場
管
理
者
向
け
非
常
時
対
応
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
」
の
ご
案
内

	

・
「
警
備
最
先
端
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
案
内

【
そ
の
他
団
体
】

	

・
「
電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限
」
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

（
関
東
地
区
証
明
用
電
気
計
器
対
策
委
員
会
）

10
月
5
日

【	

講
習
会
等
の
お
申
込
、
刊
行
物
購
入
の
購
入
方
法	
】

	

・
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
～
講
習
会
等
の
お
申
込
み
・

	
			

受
講
ま
で
の
流
れ
～
」
の
ご
案
内

【	

講
習
会
、
セ
ミ
ナ
ー
関
係	

】

	

・
「
ビ
ル
ク
リ
１
級
実
技	

最
終
確
認
講
習
」
の
ご
案
内

	

・		

実
践
品
質
評
価
法
講
習
」
の
ご
案
内

	

・
「
現
場
統
率
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
」
の
ご
案
内

	

・
「
現
場
管
理
者
向
け
非
常
時
対
応
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
」
の
ご
案
内

	

・
「
警
備
最
先
端
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
案
内

	

・
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
案
内

【	

見
学
会
関
係	

】

	

・
「
永
代
橋
変
電
所
見
学
会
」
の
ご
案
内

【	

ア
ン
ケ
ー
ト
関
係	

】

	

・
「
令
和
４
年
度
防
火
・
防
災
管
理
業
務
に
関
す
る

	
			

実
態
調
査
の
回
答
期
限
延
長
」
の
ご
案
内

	

・
「
令
和
4
年
度
調
査
研
究
事
業	

職
場
に
お
け
る

	
			

チ
ー
ム
力
向
上
の
た
め
の
調
査
研
究	

ご
協
力
」
の
ご
案
内

【	

広
報
誌	

】

	

・
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
（
2
0
2
2
年
10
月
号
）
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公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

■東京都最低賃金（地域別最低賃金）は、令和4年10月１日から

東京都内で働く、すべての労働者に適用されます。

時間額 1,072円 になりました。

東京都最低賃金改正のお知らせ

東京労働局労働基準部賃金課　

TEL. 03-3512-1614（直通）

お問い
合わせ先

（住所変更）

室町ビルサービス株式会社 森尻　善雄 103-0012 東京都中央区日本橋堀留町1-8-12　
ホウライ堀留ビル

03-5695-7141 03-5695-7140
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